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開催日 時　間

主催： 一般社団法人システムイノベーションセンター人財育成協議会
後援： 一般社団法人 CDO Club Japan    https://cdoclub.jp/

13:30 ～16:40

新しい山へ登ろう

システムイノベーションセンター（SIC）
経営者研修講座のご案内

パネルディスカッションの場で経営者同士が語る

2021年10月22日（金）



講座の目的

対象とする聴講者

研修講座の開催形式

13:30～13:40 SIC理事・副センター長　木村 英紀

13:40～15:20

オープニング:主催者挨拶、趣旨説明

パネルディスカッション「新しい山に登ろう」
　パネリストからのアピール
　浦川 伸一

　島田 太郎

　古田 英範

　齊藤 裕

ディスカッション

クロージング SIC代表理事・センター長　齊藤 裕

参加申し込み

問い合わせ

2021.08.16

　システムイノベーションセンター（SIC）は、日本におけるシステムイノベーションを実現するために、2019年に産業界
主導の組織として設立されました。変革期を迎えた産業技術を経営および社会の変革に有効にむすびつけるには、日本がかつ
て世界を支配した時の「ものつくり成功体験」を捨て去り、新しいビジネスの形とそれを推進する企業文化を作り上げなければ
なりません。「古い山」をさらに高く昇ろうとするのではなく、新しい山を作ってそこに登っていくことが必要です。それ
には企業の意思決定を担う経営層が企業内あるいは業界内で強いイニシアティブを発揮し、新しい山の頂を指し示すことが
もとめられています。SICは、そのような熱意と危機感をもつ企業が集まって作り上げた企業のチームです。この講習会で
はSICの活動のリーダシップを取っている理事が、自らの「新しい山」のイメージを自分の経験と重ねて語ります。新しい
山への道案内を通して日本の経営者層が新しい山への理解を深め自社のビジネスの変革の音頭を取り、それを通して日本の
産業界の変革が進むことを願っています。

　取締役、執行役員、事業部長クラスの方で企業内部において意思決定を担っておられる方。特にデジタリゼーションやシ
ステム化の担当者、あるいはそれについての課題意識を持ちながら着手する糸口を見出し得ないで悩んでいる方々を歓迎し
ます。業種、企業規模は問いません。

・定員：会場（ザ・プリンスタワー東京・会議室）に実出席 20名と、オンライン出席 20名の参加を募ります。
・参加費：15,000円
下記、SICホームページ内の案内に従って、お申し込みください。

　聴講者と経営者であるSIC理事とがフロアで語り合う場を設けるという内容で、講師のパネルディスカッションによる小
規模な講座を企画いたしました。そのため、コロナ禍への配慮から、当初の予定であった2021年8月末の開催日を10月22日
に延期開催いたします。新しい日程では、さらに対面を重視する形式とし、ディスカッションを行う場所に聴講者の半数ほ
どが実出席し、他の聴講者はオンラインで参加する「ハイブリッド方式」で行います。

事務局

一般社団法人 システムイノベーションセンター （略称：SIC）
所在地： 〒160-0023東京都新宿区西新宿 6-12-7 ストーク新宿 B-19号
電話・FAX ：03-5381-3567
E-mail：office@sysic.org
ホームページ：https://sysic.org/

プ ロ グ ラ ム 10月22日（金）13:30～16:40

15:30～16:30
16:30～16:40

題目：「デジタル時代に生き残る経営　～システムイノベーションの実現」
内容：現在、グローバルで進行中のデジタル社会への変化をどのように捉え、今後どのように対応していく
べきかなど、これまでの企業経営に携わってきた経験や IPA（情報処理推進機構）デジタルアーキテクチャ
デザインセンターでの取り組みを交えて紹介する。

題目：「デジタル化が企業経営をどう変えるのか？」
内容：自社の DX の戦略を明確に持っている企業は少ない。それは、DX とは何か？を定義していないか
らである。過去 20 年に自社の外で起こった事が、自分の領域に今まさに迫って来ている事を理解しなけ
ればならない。そして、どうすればその流れに負けないだけでなく、流れを自ら作れるのか？システムアーキ
テクチャの重要性について説明する。

題目：「日本発DX～ Lead or Follow or Stay ～」
内容：経団連で提言した「日本発協創 DX」では、革新すべき要素を５つ挙げている。企業毎に着手すべ
き優先順位には差があり、現状認識と打つべき施策をどう組み立てるべきか。次へのアクションを考える
ヒントを参加される皆様方と考察してみたい。

題目：「パーパス経営におけるDX強化への取組み」
内容：国内においても多くの企業が自社パーパス実現へ向け「自らの変革」を加速している。本講演では富士
通における実践事例として、DX カンパニーへの変革を支える全社レベルでのカルチャー変革と、データドリブ
ン経営を実現するグローバルなIT標準化とシステム化、そしてWork Life Shiftの社内実践について紹介する。

SICホームページ

各15分＋質疑10分

司会：SIC実行委員　藤野 直明


